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演劇的技法を取り入れた表現教育の可能性

　今日、子どものコミュニケーション不全が危機的に語られる中で,求められているのはまず教師自身のコミュ
ニケーション能力や表現力である。教師が子供たちに踏み込めないでいると教育現場の状況はどんどん悪化す
る。にもかかわらず、そうした能力の育成は個別の研修に任されているのが現状である。この授業では、コミュ
ニケーション能力・表現力を高め人間関係を円滑にする演劇的アプローチ・演劇的技法を実際に経験し、人間的
交流がもたらす手応えを感じることを目標とする。具体的には,演劇的表現活動の２側面であるドラマ（演技・
演劇）を通しての表現活動と劇作りを扱い，実際に上演活動を行う。通常の講義とは異なり、参加者主体のワー
クショップ（参加体験型グループ学習）を行い、楽しみつつ,お互いに学びあう場をいかに作っていけるかを課
題とする。

第１回：ワークショップについて／自己紹介の技法
第２回：コミュニケーションゲームの実際（１）
第３回：コミュニケーションゲームの実際（２）
第４回：マクベスを読む／呼吸について
第５回：声を出す
第６回：身体を知る
第７回：インプロゲームから劇作りへ
第８回：劇作りの実際

第９回：シナリオを書いてみる
第10回：シナリオを書いてみる（２）
第11回：上演準備（１）
第12回：上演準備（２）
第13回：上演
第14回：表現教育について
第15回：総まとめ～レポート提出～

参）Ｒ・チェンバース著『参加型ワークショップ入門』（明石書店）

出席，授業態度，ジャーナル提出，発表，最終レポート

音声言語（声ことば）や身体、自分自身のコミュニケーション能力や表現力に興味関心のある人。必ず動ける服
装で参加。

http://www.icc.ac.jp/


